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図２　UDPで設定できるメモリマップ






メモリ使用制御領域

UDP Local_address: 0x180 ~ 0x187 (384 ~ 391)

有効領域＝8バイト

	
	+0
	+1
	+2
	+3
	+4
	+5
	+6
	+7

	0x180
	HVW(15:0)
	HVR(15:0)
	
	


HVW: = (15)=0/1=ch番号、(12)=0/1=off/on、(11:0)=設定電圧。

HVR: = (11:0)=設定電圧の読み出し。
装置時刻相対カウンター（GATENETモジュールと共通）

UDP Local_address: 0x190 ~ 0x196 (400 ~ 406)

有効領域＝７バイト

	
	+0
	+1
	+2
	+3
	+4
	+5
	+6

	0x190
	S(29:0)
	SS(14:0)
	US(10:0)


S=秒：30bitで、最大34年を表現できる。S=0を2008年1月1日0:0:0（UTC）とする。

SS=1/32,768秒：時計クロック（32.768kHz）の読み値。15bitで1秒未満を表現する。

US=30us/40MHz：32.768kHz（30.5176usごと）でクリアされ、40MHzでカウントアップされる。11bitで、0x7ffで最大51.2usを表現できるが、0x4c4（30.517us）どまりである。装置時刻イベントデータに使用される。
アドレス





0x180





HV電圧（DAC）設定 (2 byte)





HV電圧（ADC）読み出し(2 byte)





装置時刻相対カウンター (7 byte)
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0x184





0x190








